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(57)【要約】
　例示的な一実施形態によれば、装飾カバーを保持する
装置が提供される。装置は、前側面と、対向する後側面
とを有する本体であって、本体の前側面が外周を有する
前面を有し、本体の後側面が背面を有し、本体が前面と
背面との間に外向きの外側面を有する本体と、装飾カバ
ー上の、第１のコネクタと相補的な第２のコネクタに対
して、前面の外周の少なくとも一部分に連続的に隣接し
て着脱可能に接続できる、本体上の第１の接続部と、を
備える。別の例示的な実施形態によれば、少なくとも１
つの実質的に熱可塑性の本体と、少なくとも１つの本体
のうちの１つまたは複数の中に組み込まれた、珪藻土と
ＰＡ１ｂ関連ペプチドの一方または両方と、を備える家
具装置が提供される。



(2) JP 2014-518694 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装飾カバーを保持する装置において、
　前側面と、対向する後側面と、を有する本体であって、前記本体の前記前側面が外周を
有する前面を有し、前記本体の前記後側面が背面を有し、前記本体が前記前面と背面との
間に外向きの外側面を有する本体と、
　前記装飾カバー上の、第１のコネクタと相補的な第２のコネクタに対して、前記前面の
前記外周の少なくとも一部分に連続的に隣接して着脱可能に接続できる、前記本体上の第
１の接続部と、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記第１のコネクタが前記外側面上にある請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１のコネクタが、フックアンドループコネクタのフック側を備える請求項１また
は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１のコネクタが、フックアンドループコネクタのループ側を備える請求項１また
は２に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１のコネクタが、前記前面の前記外周の少なくとも大部分に隣接して延在する請
求項１から４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１のコネクタが、実質的に前記前面の前記外周全体に隣接して延在する請求項１
から４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記装置を壁に装着する第３のコネクタをさらに備える請求項１から６のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項８】
　前記第３のコネクタが、前記壁に装着された第４のコネクタ上の相補的縁部と結合する
ために、前記本体の前記後側面上に第１の縁部を備える請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記第３のコネクタが、前記第４のコネクタ上のそれぞれの相補的縁部と結合するため
に、前記本体の前記後側面上に第１の複数の離隔された縁部を備える請求項８に記載の装
置。
【請求項１０】
　前記装置を壁に装着する第５のコネクタをさらに備え、前記第５のコネクタが、前記第
４のコネクタ上の前記相補的縁部と結合するために、前記本体の前記後側面上に第２の縁
部を備え、前記第２の縁部が前記第１の縁部に対して非平行に延在する請求項８または９
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第２の縁部が前記第１の縁部に対して垂直に延在する請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第５のコネクタが、前記第４のコネクタ上のそれぞれの前記相補的縁部と結合する
ために、前記本体の前記後側面上に第２の複数の離隔された縁部を備える請求項９に従属
する場合の請求項１０または１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記本体をベッドフレームに接続するベッドフレームコネクタをさらに備える請求項１
から６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ベッドフレームコネクタが、前記ベッドフレームに取り付け可能な少なくとも１つ
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のそれぞれの支持体を受けるために、前記本体によって画定される少なくとも１つのレセ
プタクルを備える請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　光源を前記外側面に近接して接続する光源コネクタをさらに備える請求項１から１４の
いずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記光源が、ライトストリング中に複数のライトを含み、前記光源コネクタが、前記ラ
イトストリングを前記外側面に近接して保持するために、複数のクリップを備える請求項
１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記本体の前記外側面が、前記光源から光を伝導する透光部を備える請求項１５または
１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記光源を覆うために、前記本体の前記外側面に接続可能な透光カバーをさらに備える
請求項１５または１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記本体が、物を格納するために、前記本体の前記後側面上に格納コンパートメントを
画定する請求項１から１８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２０】
　前記本体の傾きを測定する傾き測定デバイスをさらに備える請求項１から１９のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項２１】
　前記傾き測定デバイスが、気泡水準器を備える請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記前面が、前記本体と前記装飾カバーとの間で詰め物を受ける陥凹を画定する請求項
１から２１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２３】
　前記本体が、前記前面と背面との間に延在する複数の貫通孔を画定し、前記貫通孔が、
それぞれの締結具を囲むそれぞれの領域内で前記詰め物を圧縮するために、前記詰め物を
通して及び前記装飾カバーを通して受け入れられる前記それぞれの締結具を受ける請求項
２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記前面が、概ね平らな平面部と、前記概ね平らな平面部と前記本体の前記外側面との
間の内向部と、を備え、
　前記前面の前記概ね平らな平面部および前記前面の前記内向部が、前記陥凹を画定する
請求項２２または２３に記載の装置。
【請求項２５】
　隣接する同様の装置が、前記本体の前記後側面に対して積み重ね可能である請求項２４
に記載の装置。
【請求項２６】
　前記本体が、前記前面の前記外側面と前記内向部とを有する第１の凸部を画定し、
　前記外側面の少なくとも一部分が、前記隣接する同様の装置の前記前面の前記内向部の
少なくとも一部分に接触すると、前記隣接する同様の装置が前記本体の前記後側面に対し
て積み重ね可能となるように、前記外側面の少なくとも一部分が、前記隣接する同様の装
置の前記前面の前記内向部の少なくとも一部分に接触するように位置づけられる請求項２
４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記隣接する同様の装置が前記本体の前記後側面に対して積み重ねられると、前記本体
が、前記隣接する同様の装置に接触するように構成された少なくとも１つの追加の凸部を
、前記背面上に画定する請求項２５または２６に記載の装置。
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【請求項２８】
　前記本体が実質的に熱可塑性である請求項１から２７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２９】
　前記本体が炭素樹脂を含む請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記本体が、前記本体内に組み込まれたＰＡ１ｂ関連ペプチドを含む請求項２８または
２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記本体が、前記本体内に組み込まれたサポニンをさらに含む請求項３０に記載の装置
。
【請求項３２】
　前記本体が、前記本体内に組み込まれた珪藻土を含む請求項２８、２９、３０、または
３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記珪藻土が、前記本体の約３０重量％である請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　請求項１から３３のいずれか一項に記載の前記装置と、
　前記装飾カバーと、
　を備えるキット。
【請求項３５】
　請求項２２に従属する場合の請求項２２から２７のいずれか一項、または請求項２８か
ら３３のいずれか一項に記載の前記装置と、
　前記詰め物と、
　前記装飾カバーと、
　を備えるキット。
【請求項３６】
　請求項１から３３のいずれか一項に記載の前記装置と、
　前記装飾カバーと、
　を備え、
　前記装飾カバーが、前記本体の前記前面の前記外周によって囲まれる前記本体の前記前
面の少なくとも一部分を覆うように、前記第１のコネクタが前記第２のコネクタに接続さ
れるシステム。
【請求項３７】
　請求項２２に従属する場合の請求項２２から２７のいずれか一項、または請求項２８か
ら３３のいずれか一項に記載の前記装置と、
　前記詰め物と、
　前記装飾カバーと、
　を備え、
　前記装飾カバーが、前記本体の前記前面の前記外周によって囲まれる前記本体の前記前
面の少なくとも一部分を覆うように、かつ前記装飾カバーが、前記本体と前記装飾カバー
との間でかつ詰め物を受けるための前記陥凹の中で前記詰め物を保持するように、前記第
１のコネクタが前記第２のコネクタに接続されるシステム。
【請求項３８】
　装飾カバーを保持するホルダを有する実質的に熱可塑性の本体を備えるヘッドボード装
置。
【請求項３９】
　前記本体が、炭素樹脂を含む請求項３８に記載のヘッドボード装置。
【請求項４０】
　少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体と、
　前記少なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の中に組み込まれたＰＡ１ｂ関連ペ
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プチドと、
　を備える家具装置。
【請求項４１】
　前記本体が、前記本体内に組み込まれたサポニンをさらに含む請求項４０に記載の家具
装置。
【請求項４２】
　前記本体が、前記本体内に組み込まれた珪藻土をさらに含む請求項４０または４１に記
載の家具装置。
【請求項４３】
　少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体と、
　前記少なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の中に組み込まれた珪藻土と、
　を備える家具装置。
【請求項４４】
　前記珪藻土が、前記少なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の約３０重量％であ
る請求項４２または４３に記載の家具装置。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つの本体が炭素樹脂を含む請求項４０から４４のいずれか一項に記載
の家具装置。
【請求項４６】
　前記家具装置が、装飾カバーを保持する装置を備える請求項４０から４４のいずれか一
項に記載の家具装置。
【請求項４７】
　前記家具装置がベッドを備える請求項４０から４４のいずれか一項に記載の家具装置。
【請求項４８】
　前記少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体が、部屋の床に接触する少なくとも１つ
の支持体を備え、前記ベッドが、前記少なくとも１つの支持体によって支持可能であり、
かつプラットフォーム上のマットレスを支持するように構成された前記プラットフォーム
を備える請求項４７に記載の家具装置。
【請求項４９】
　前記家具装置がテーブルを備える請求項４０から４４のいずれか一項に記載の家具装置
。
【請求項５０】
　前記少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体が、部屋の床に接触する少なくとも１つ
の支持体を備え、前記テーブルが、前記少なくとも１つの支持体によって支持可能なプラ
ットフォームを備える請求項４９に記載の家具装置。
【請求項５１】
　前記家具装置が化粧台を備える請求項４０から４４のいずれか一項に記載の家具装置。
【請求項５２】
　家具の物品がナイトテーブルを備える請求項４０から４４のいずれか一項に記載の家具
装置。
【請求項５３】
　前記珪藻土がＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１を含む請求項４２または４３に従属す
る場合の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から５２のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項５４】
　前記珪藻土が、約１５ミクロンの中央粒径を有する請求項４２または４３に従属する場
合の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から５３のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項５５】
　前記珪藻土が、約１４ミクロンより大きい中央粒径を有する請求項４２または４３に従
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属する場合の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から５３
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５６】
　前記珪藻土が約５．６％のＣａＯである請求項４２または４３に従属する場合の請求項
３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から５５のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項５７】
　前記珪藻土が約０．９％より多いＣａＯを含む請求項４２または４３に従属する場合の
請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から５５のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項５８】
　前記珪藻土が約７．８％のＡｌ２Ｏ３である請求項４２または４３に従属する場合の請
求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から５７のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項５９】
　前記珪藻土が約５．６％より多いＡｌ２Ｏ３を含む請求項４２または４３に従属する場
合の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から５７のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項６０】
　前記珪藻土が、１０％のスラリーの中で約７．５のｐＨを有する請求項４２または４３
に従属する場合の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から
５９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６１】
　前記珪藻土が、１０％のスラリーの中で約７．０より高いｐＨを有する請求項４２また
は４３に従属する場合の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４
５から５９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６２】
　前記珪藻土が約７３．６％のＳｉＯ２である請求項４２または４３に従属する場合の請
求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６１のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項６３】
　前記珪藻土が約８３．７％未満のＳｉＯ２である請求項４２または４３に従属する場合
の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６１のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項６４】
　前記珪藻土が約１．８％のＦｅ２Ｏ３である請求項４２または４３に従属する場合の請
求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６３のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項６５】
　前記珪藻土が約２．３％未満のＦｅ２Ｏ３である請求項４２または４３に従属する場合
の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６３のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項６６】
　前記珪藻土が約５．０重量％未満のＨ２Ｏを含む請求項４２または４３に従属する場合
の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６５のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項６７】
　前記珪藻土が約３．０重量％のＨ２Ｏである請求項４２または４３に従属する場合の請
求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６５のいずれか一項
に記載の装置。
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【請求項６８】
　前記珪藻土が、約１６５重量％の量の水を吸収する請求項４２または４３に従属する場
合の請求項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６７のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項６９】
　前記珪藻土が約０．３％のＭｇＯである請求項４２または４３に従属する場合の請求項
３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６８のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項７０】
　前記珪藻土が熱処理される請求項４２または４３に従属する場合の請求項３２、３３、
４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７１】
　前記珪藻土が気流乾燥される請求項４２または４３に従属する場合の請求項３２、３３
、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７２】
　前記珪藻土が約４８０℃で気流乾燥される請求項４２または４３に従属する場合の請求
項３２、３３、４２、４３、または４４、あるいは請求項４５から６９のいずれか一項に
記載の装置。
【請求項７３】
　外骨格を有する動物の個体数を抑制する請求項１から３３および請求項３８から７２の
いずれか一項に記載の装置、請求項３４または３５に記載のキット、あるいは請求項３６
または３７に記載のシステムの使用法。
【請求項７４】
　節足動物の個体数を抑制する請求項１から３３および請求項３８から７２のいずれか一
項に記載の装置、請求項３４または３５に記載のキット、あるいは請求項３６または３７
に記載のシステムの使用法。
【請求項７５】
　クモ類の個体数を抑制する請求項１から３３および請求項３８から７２のいずれか一項
に記載の装置、請求項３４もしくは３５に記載のキット、あるいは請求項３６または３７
に記載のシステムの使用法。
【請求項７６】
　昆虫の個体数を抑制する請求項１から３３および請求項３８から７２のいずれか一項に
記載の装置、請求項３４または３５に記載のキット、あるいは請求項３６または３７に記
載のシステムの使用法。
【請求項７７】
　ナンキンムシの個体数を抑制する請求項１から３３および請求項３８から７２のいずれ
か一項に記載の装置、請求項３４もしくは３５に記載のキット、あるいは請求項３６また
は３７に記載のシステムの使用法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１１年５月３日に出願した米国仮特許出願第６１／４８２，０６７号、
および２０１１年１１月２３日に出願した米国仮特許出願第６１／５６３，２２０号の利
益を主張する。２０１１年５月３日に出願した米国仮特許出願第６１／４８２，０６７号
、および２０１１年１１月２３日に出願した米国仮特許出願第６１／５６３，２２０号の
両方のコンテンツ全体は、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、一般に、装飾カバーを保持する装置と、その装置を含むキットおよびシステ
ムと、実質的に熱可塑性の本体を備えるヘッドボード装置と、珪藻土、マメ科植物の抽出
物またはそれらの両方を含む家具装置と、動物の個体数を抑制する装置、キットまたはシ
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ステムの1つの使用法とに関する。
【背景技術】
【０００３】
　たとえば、家庭およびホテル内の多くのベッドルームは、ベッドのヘッドに取り付けら
れるかまたはベッドのヘッドに近接する壁に取り付けられるヘッドボードを含む。多くの
従来のヘッドボードは、木製フレームにアップホルスターされた装飾カバーを含む。しか
しながら、木は、不利なことに、清浄化が困難であり、アップホルスターされた装飾カバ
ーは、取り替えることが困難または不可能であることがある。一般に、アップホルスター
されたカバーがひとたびフレームから取り外されると、カバーは、カバーが取り付けられ
ていた場所が著しく損傷して、再使用不可能であるかまたはより小さいフレーム上でのみ
再使用可能となる。したがって、たとえば、そのようなヘッドボードがナンキンムシ（Ci
mex lectularius）（「トコジラミ（bedbug）」としても知られている)がまん延した場合
、または新しい色彩設計のために装飾カバーを交換する要望が存在する場合、一般的にそ
のような従来のヘッドボードは廃棄して取り替える必要がある。ヘッドボードを廃棄して
取り替えることは浪費的であり、環境的に損害を与え、たとえばホテルなどの大型施設に
とって非常に高価であるかまたは法外なコストがかかる可能性がある。さらに、たとえば
ホテルなどのいくつかの施設において、トコジラミまたは他の害虫排除のためにホテルの
大部分または全部を閉じることは、収益に甚大な損失をもたらすことがある。
【０００４】
　従来のアップホルスタリー以外の技法によって装飾カバーを取り付けることが試行され
てきた。たとえば、Fridolphの特許文献１（「Fridolph」）は、装飾パネルの外周の周囲
にある締結具ヘッドをフレーム上のそれぞれの陥凹内で受け、次いで陥凹に隣接するそれ
ぞれのスロット内で受けることを開示している。スロットは、フレームに対して締結具ヘ
ッドを、したがって装飾パネルを保持する。しかしながら、そのような技法は、締結具ヘ
ッドの離散した場所においてのみ装飾パネルを取り付け、したがって装飾パネルが取り付
けられている離散した場所の間の装飾パネルの外周に沿って、見苦しいギャップが残され
る。さらに、締結具ヘッドをスロット内に位置決めするために、締結具ヘッドは、それぞ
れの陥凹内で受けられ、次いでそれぞれの陥凹からスライドして隣接するスロット内に入
れられなければならない。不利なことに、締結具ヘッドをそれぞれの陥凹からスライドさ
せてそれぞれのスロットに入れることでは、装飾パネルを引っ張るかまたは変形させる必
要があることがある。さらに、締結具ヘッドは、そのようなスライドを可能にするために
、装飾パネルから最小距離で離隔される必要があり、そのような離間のために、締結具ヘ
ッドは装飾パネルをフレームに近接して保持することができない。したがって、装飾パネ
ルはフレームに対して緊密に保持されず、不利なことに、装飾パネルにゆるい、または垂
れ下がった外観を与える。少なくともそのような不利な点に起因して、Fridolphによって
開示されたヘッドボードは、市販化が不可能であり、商業的に生産される可能性は低いも
のと考えられる。
【０００５】
　また、Murrayの特許文献２（「Murray」）は、ヘッドボードの前側面を布で覆うことと
、布を溝の中で管材の下に保持するために、ヘッドボードの後方面内の溝の中に管材を位
置決めすることとを開示している。しかしながら、そのような技法は、布をヘッドボード
上に注意深く位置決めすることと、管材を溝の中に位置決めしている間、布を所定の位置
に維持することとを必要とする。布を保持しながら同時に管材を位置決めすることは、不
利なことに、煩雑であり、時間がかかる。この場合も、少なくともそのような不利な点に
起因して、Murrayによって開示されたヘッドボードは、市販化が不可能であり、商業的に
生産された可能性は低いものと考えられる。
【０００６】
　トコジラミおよび他の害虫の個体数を抑制する、いくつかの既知の方法は、いくつかの
殺虫剤を使用することを伴うが、いくつかの殺虫剤は人間および他の生命に対して有害で
あることがある。トコジラミの個体数を抑制する、他の既知の方法は、珪藻土を塗布する
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ことを含むが、珪藻土を塗布する、既知の方法は、煩雑であることがある。たとえば、珪
藻土を塗布する既知の方法は、望ましくないことに、珪藻土のハンドリングを必要とする
ことがある。さらに、既知の方法は、専門家の関与を必要とするほどに相当複雑であり、
そのことで、望ましくないことに、トコジラミ処理のコストおよび遅延が追加されること
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第２，５０８，５０６号明細書
【特許文献２】米国特許第５，１９５，１９５号明細書
【特許文献３】米国特許第８，１０１，４０８号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　例示的な一実施形態によれば、装飾カバーを保持する装置が提供される。装置は、前側
面と、対向する後側面とを有する本体であって、本体の前側面が外周を有する前面を有し
、本体の後側面が背面を有し、本体が前面と背面との間に外向きの外側面を有する、本体
と、装飾カバー上の、第１のコネクタと相補的な第２のコネクタに対して、前面の外周の
少なくとも一部分に連続的に隣接して着脱可能に接続できる、本体上の第１の接続部とを
備える。
【０００９】
　第１のコネクタは、外側面上にあってよい。第１のコネクタは、フックアンドループコ
ネクタのフック側を備えることができる。第１のコネクタは、フックアンドループコネク
タのループ側を備えることができる。
【００１０】
　第１のコネクタは、前面の外周の少なくとも大部分に隣接して延在することができる。
第１のコネクタは、実質的に前面の外周全体に隣接して延在することができる。
【００１１】
　装置は、装置を壁に装着する第３のコネクタをさらに備えることができる。第３のコネ
クタは、壁に装着された第４のコネクタ上の相補的縁部と結合するために、本体の後側面
上に第１の縁部を備えることができる。第３のコネクタは、第４のコネクタ上のそれぞれ
の相補的縁部と結合するために、本体の後側面上に第１の複数の離隔された縁部を備える
ことができる。
【００１２】
　装置は、装置を壁に装着する第５のコネクタをさらに備えることができる。第５のコネ
クタは、第４のコネクタ上の相補的縁部と結合するために、本体の後側面上に第２の縁部
を備えることができる。第２の縁部は、第１の縁部に非平行に延在することができる。第
２の縁部は、第１の縁部に垂直に延在することができる。第５のコネクタは、第４のコネ
クタ上のそれぞれの相補的縁部と結合するために、本体の後側面上に第２の複数の離隔さ
れた縁部を備えることができる。
【００１３】
　装置は、本体をベッドフレームに接続するベッドフレームコネクタをさらに備えること
ができる。ベッドフレームコネクタは、ベッドフレームに取り付け可能な少なくとも１つ
のそれぞれの支持体を受けるために、本体によって画定される少なくとも１つのレセプタ
クルを備えることができる。
【００１４】
　装置は、光源を外側面に近接して接続する光源コネクタをさらに備えることができる。
光源は、ライトストリングの中に複数のライトを含むことができ、光源コネクタは、ライ
トストリングを外側面に近接して保持する複数のクリップを備えることができる。本体の
外側面は、光源から光を伝導する透光部を備えることができる。装置は、光源を覆うため
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に、本体の外側面に接続可能な透光カバーをさらに備えることができる。
【００１５】
　本体は、物を格納するために、本体の後側面上に格納コンパートメントを画定すること
ができる。
【００１６】
　装置は、本体の傾きを測定する傾き測定デバイスをさらに備えることができる。傾き測
定デバイスは、気泡水準器を備えることができる。
【００１７】
　前面は、本体と装飾カバーとの間で詰め物を受けるための陥凹を画定することができる
。本体は、それぞれの締結具を囲むそれぞれの領域内で詰め物を圧縮するために、詰め物
を通し、装飾カバーを通して受けることができるそれぞれの締結具を受けるための、前面
と背面との間に延在する複数の貫通孔を画定することができる。前面は、概ね平らな平面
部と、概ね平らな平面部と本体の外側面との間の内向部とを備えることができる。前面の
概ね平らな平面部および前面の内向部が、陥凹を画定することができる。隣接する同様の
装置は、本体の後側面に対して積み重ね可能であってよい。本体が、外側面を有する第１
の凸部と前面の内向部とを画定し、外側面の少なくとも一部分が、隣接する同様の装置の
前面の内向部の少なくとも一部分に接触するように位置づけられ、それにより、外側面の
少なくとも一部分が、隣接する同様の装置の前面の内向部の少なくとも一部分に接触する
と、隣接する同様の装置が本体の後側面に対して積み重ね可能である。
【００１８】
　本体は、隣接する同様の装置が本体の後側面に対して積み重ねられると、隣接する同様
の装置に接触するように構成された少なくとも１つの追加の凸部を、背面上に画定するこ
とができる。
【００１９】
　本体は、実質的に熱可塑性であってよい。本体は、炭素樹脂を含むことができる。本体
は、本体内に組み込まれたＰＡ１ｂ関連ペプチドを含むことができる。本体は、本体内に
組み込まれたサポニンをさらに含むことができる。本体は、本体内に組み込まれた珪藻土
を含むことができる。珪藻土は、本体の約３０重量％であってよい。
【００２０】
　別の例示的な実施形態によれば、装置と装飾カバーとを備えるキットが提供される。
【００２１】
　別の例示的な実施形態によれば、装置と、詰め物と、装飾カバーとを備えるキットが提
供される。
【００２２】
　別の例示的な実施形態によれば、装置と装飾カバーとを備えるシステムが提供され、装
飾カバーが、本体の前面の外周によって囲まれる、本体の前面の少なくとも一部分を覆う
ように、第１のコネクタが第２のコネクタに接続される。
【００２３】
　別の例示的な実施形態によれば、装置と、詰め物と、装飾カバーとを備えるシステムが
提供され、装飾カバーが、本体の前面の外周によって囲まれる、本体の前面の少なくとも
一部分を覆うように、また装飾カバーが、本体と装飾カバーとの間でかつ詰め物を受ける
ための陥凹の中で詰め物を保持するように、第１のコネクタが第２のコネクタに接続され
る。
【００２４】
　別の例示的な実施形態によれば、装飾カバーを保持するホルダを有する実質的に熱可塑
性の本体を備えるヘッドボード装置が提供される。本体は、炭素樹脂を含むことができる
。
【００２５】
　別の例示的な実施形態によれば、少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体と、少なく
とも１つの本体のうちの１つまたは複数の中に組み込まれたＰＡ１ｂ関連ペプチドとを備
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える家具装置が提供される。本体は、本体内に組み込まれたサポニンをさらに含むことが
できる。本体は、本体内に組み込まれた珪藻土をさらに含むことができる。珪藻土は、少
なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の約３０重量％であってよい。少なくとも１
つの本体は、炭素樹脂を含むことができる。
【００２６】
　別の例示的な実施形態によれば、少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体と、少なく
とも１つの本体のうちの１つまたは複数の中に組み込まれた珪藻土とを備える家具装置が
提供される。珪藻土は、少なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の約３０重量％で
あってよい。少なくとも１つの本体は、炭素樹脂を含むことができる。
【００２７】
　家具装置は、装飾カバーを保持する装置を備えることができる。
【００２８】
　家具装置は、ベッドを備えることができる。少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体
は、部屋の床に接触する少なくとも１つの支持体を備え、ベッドは、少なくとも１つの支
持体によって支持可能であり、かつプラットフォーム上のマットレスを支持するように構
成された、プラットフォームを備えることができる。
【００２９】
　家具装置は、テーブルを備えることができる。少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本
体は、部屋の床に接触する少なくとも１つの支持体を備え、テーブルは、少なくとも１つ
の支持体によって支持可能なプラットフォームを備えることができる。
【００３０】
　家具装置は、化粧台またはナイトテーブル（nightstand）を備えることができる。
【００３１】
　珪藻土は、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１を含むことができる。珪藻土は、約１５
ミクロンの中央粒径を有することができる。珪藻土は、約１４ミクロンより大きい中央粒
径を有することができる。珪藻土は、約５．６％のＣａＯであってよい。珪藻土は、約０
．９％より多いＣａＯを含んでよい。珪藻土は、約７．８％のＡｌ２Ｏ３であってよい。
珪藻土は、約５．６％より多いＡｌ２Ｏ３を含んでよい。珪藻土は、１０％のスラリーの
中で約７．５のｐＨを有してよい。珪藻土は、１０％のスラリーの中で約７．０より高い
ｐＨを有してよい。珪藻土は、約７３．６％のＳｉＯ２であってよい。珪藻土は、約８３
．７％未満のＳｉＯ２であってよい。珪藻土は、約１．８％のＦｅ２Ｏ３であってよい。
珪藻土は、約２．３％未満のＦｅ２Ｏ３であってよい。珪藻土は、約５．０重量％未満の
Ｈ２Ｏを含んでよい。珪藻土は、約３．０重量％のＨ２Ｏであってよい。珪藻土は、約１
６５重量％の量の水を吸収することができる。珪藻土は、約０．３％のＭｇＯであってよ
い。珪藻土は、熱処理されてよい。珪藻土は、気流乾燥されてよい。珪藻土は、約４８０
℃で気流乾燥されてよい。
【００３２】
　別の例示的な実施形態によれば、外骨格を有する動物の個体数、節足動物の個体数、ク
モ類の個体数、昆虫の個体数、およびナンキンムシの個体数のうちの１つまたは複数を抑
制する、装置、キットまたはシステムの使用法が提供される。
【００３３】
　他の態様および特徴は、以下の特定の実施形態の説明を、添付の図面と併せて参照すれ
ば、当業者には明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】例示的な部屋の斜視図である。
【図２】図１の部屋のヘッドボードシステムの分解斜視図である。
【図３】図２のヘッドボードシステムの装飾カバーの斜視図である。
【図４】図２のヘッドボードシステムの本体の正面斜視図である。
【図５】図４の本体の背面斜視図である。
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【図６】図５の線ＶＩ－ＶＩに沿った図４の本体の断面図である。
【図７】図５の線ＶＩＩ－ＶＩＩに沿った図４の本体の断面図である。
【図８】図７の断面図を含む本体の例示的なシステムの断面図である。
【図９】図４の本体の電気スイッチの斜視図である。
【図１０】図４の本体および図２のヘッドボードシステムの補強用板材の部分斜視図であ
る。
【図１１】図７の断面図を含む図２のヘッドボードシステムの断面図である。
【図１２】別の例示的な本体の部分断面図である。
【図１３】図１２の断面図を含む本体の例示的なシステムの断面図である。
【図１４】別の例示的な本体の正面斜視図である。
【図１５】図１４の本体および例示的な補強用板材の背面斜視図である。
【図１６】図１４の本体の部分背面斜視図である。
【図１７】別の例示的な本体の正面図である。
【図１８】図１７の本体の背面斜視図である。
【図１９】図１７の線ＸＩＸ－ＸＩＸに沿った図１７の本体の断面図である。
【図２０】別の例示的な本体の背面斜視図である。
【図２１】別の例示的な本体の背面図である。
【図２２】例示的なフレンチクリートの正面図である。
【図２３】図２１および図２２の線ＸＸＩＩＩ－ＸＸＩＩＩに沿って取られた図２１の本
体および図２２のフレンチクリートを含む例示的なシステムの断面図である。
【図２４】図２１の線ＸＸＩＶ－ＸＸＩＶに沿って取られた図２１の本体の断面図を含む
例示的なシステムの断面図である。
【図２５】別の例示的な本体の背面斜視図である。
【図２６】別の例示的な本体の正面図である。
【図２７】別の例示的な本体の正面図である。
【図２８】別の例示的な本体の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　図１を参照すると、例示的な部屋は、床８６と、壁８８と、全体的に９０で示され、ナ
イトテーブル（nightstand）９２、化粧台９４、ベッド９６、マットレス９８、およびヘ
ッドボードシステム１００を含む例示的な家具システムとを含む。
【００３６】
　図２を参照すると、ヘッドボードシステム１００は、装飾カバー１０２と、詰め物１０
４と、本体１０６と、壁取り付け型補強用板材１０８とを含む。図示の実施形態における
装飾カバー１０２は、外面１１２を有する概矩形部１１０を含む。外面１１２は、たとえ
ば、装飾的な色、装飾品、または模様を含むことができる。装飾カバー１０２はまた、概
矩形部１１０の外周から全体的に延在し、概矩形部１１０に概ね直交する外側部１１４、
１１６、１１８および１２０を含む。概矩形部１１０および外側部１１４、１１６、１１
８および１２０は、たとえば、任意の普通に入手できる布で作製され、共に縫い合わされ
る。
【００３７】
　図３を参照すると、外側部１１４、１１６、１１８および１２０は、概矩形部１１０に
面するそれぞれの内面１２２、１２４、１２６および１２８を有する。
【００３８】
　外側部１１４、１１６、１１８および１２０はまた、それぞれの外縁１３０、１３２、
１３４および１３６を有する。装飾カバー１０２はまた、外縁１３０、１３２、１３４お
よび１３６に近接した内面１２２、１２４、１２６および１２８上にコネクタ１３８を有
する。図示の実施形態では、コネクタ１３８は、たとえば一般にＶＥＬＣＲＯ（商標）と
して知られるフックアンドループコネクタなど、フックアンドループコネクタのいわゆる
「ループ側」である。
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【００３９】
　再び図２を参照すると、図示の実施形態における詰め物１０４は、多くの普通に入手で
きる発泡材料のうちの１つまたは複数で作製された概ね矩形の本体を含む。別の実施形態
では、詰め物１０４は、たとえば、気泡（air bladder）または羽毛の詰め物を含むこと
ができる。したがって、いくつかの実施形態における詰め物１０４は、たとえば、望まし
くないアレルゲンを避けるために選択される。詰め物１０４は、法律によって必要とされ
ることがある難燃性物質を含むことができる。さらに、詰め物１０４は、全体的に図３の
１４０で示される陥凹内で受けられるような大きさに作られ、装飾カバー１０２の概矩形
部１１０と外側部１１４、１１６、１１８および１２０とによって画定される。
【００４０】
　図２、図４、および図５を参照すると、本体１０６は、全体的に１４２で示され、外周
１４６を有する前面１４４を有する、前側面を有する。本体１０６はまた、全体的に１４
８で示され、前側面１４２に対向し、背面１５０を有する後側面を有する。本体１０６は
また、前面１４４と背面１５０との間に外向きの外側面１５２を有する。さらに、コネク
タ１５４は、本体１０６上にあり、前面１４４の外周１４６の少なくとも一部分に連続的
に隣接している。図示の実施形態では、コネクタ１５４は、たとえば一般にＶＥＬＣＲＯ
（商標）として知られるフックアンドループコネクタなど、フックアンドループコネクタ
のいわゆる「フック側」である。
【００４１】
　したがって、本体１０６上の（「第１のコネクタ」またはより一般的には「ホルダ」と
呼ばれることがある）コネクタ１５４は、装飾カバー１０２上の（「第２のコネクタ」と
呼ばれることがある）コネクタ１３８に、着脱式に接続可能である。図示の実施形態では
、装飾カバー１０２上のコネクタ１３８および本体１０６上のコネクタ１５４は、それぞ
れ、フックアンドループコネクタのいわゆる「ループ側」および「フック側」であり、し
たがって、本体１０６上のコネクタ１５４は、装飾カバー１０２上のコネクタ１３８を補
完する。
【００４２】
　代替的な実施形態では、たとえば、装飾カバー１０２がフックアンドループコネクタの
「フック側」を含み、本体１０６がフックアンドループコネクタの「ループ側」を含んで
よい。また、コネクタ１５４は、図示の実施形態では本体１０６の外側面１５２上にある
が、代替的な実施形態では、たとえばコネクタ１５４は、前面１４４上または背面１５０
上にあってもよい。したがって、この情況における「外周１４６に隣接する」は、コネク
タ１５４が外周１４６に隣接するかまたは正確に外周１４６上にある必要はなく、むしろ
、「外周１４６に隣接する」は、コネクタ１５４が外周１４６に十分に接近しており、コ
ネクタ１５４がコネクタ１３８に接続されると、装飾カバー１０２が、外周１４６で囲ま
れる前面１４４の少なくとも一部分を覆うように見え、それによりヘッドボードシステム
１００がヘッドボードとして、またはより一般的に装飾パネルとして概ね機能する、実施
形態を含む。
【００４３】
　さらに、図示の実施形態では、コネクタ１５４は、前面１４４の外周１４６全体に隣接
して延在している。しかしながら、代替的な実施形態では、コネクタ１５４は、実質的に
前面１４４の外周１４６全体に隣接して延在してよく、またはコネクタ１５４は、前面１
４４の外周１４６の少なくとも大部分に隣接して延在してもよい。コネクタ１５４が、外
周１４６の十分な部分に隣接して延在し、それによりコネクタ１５４は装飾カバー１０２
上のコネクタ１３８と接続可能であり、それゆえ装飾カバー１０２が本体１０６上に連続
的に接続されているように見える場合、コネクタ１５４は、前面１４４の外周１４６全体
に「実質的に」隣接して延在しているものと見なされてよい。
【００４４】
　さらに図２および図４を参照すると、本体１０６は、外側面１５２と内向面１５８とを
有する凸部１５６を画定する。図示の実施形態では、本体１０６の前面１４４は、凸部１
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５６の内向面１５８と概ね平らな平面部１６０とを含む。さらに、内向面１５８は、概ね
平らな平面部１６０と本体１０６の外側面１５２との間にある。内向面１５８および概ね
平らな平面部１６０は、本体１０６と装飾カバー１０２との間で詰め物１０４を受けるた
めに、全体的に１６２で示される陥凹を画定する。
【００４５】
　図２、図４および図５を参照すると、本体１０６は、前面１４４の概ね平らな平面部１
６０内において全体的に１６４、１６６、１６８、１７０、１７２、１７４、１７６、１
７８および１８０で示され、前面１４４と背面１５０との間に延在する、貫通孔を画定す
る。図５に示すように、後側面１４８上で、本体１０６は、貫通孔１６４、１６６、１６
８、１７０、１７２、１７４、１７６、１７８および１８０に近接してそれぞれの補強用
板材を画定する。たとえば、図６を参照すると、本体１０６は、後側面１４８上で貫通孔
１７２に近接して補強用板材１８２を画定する。補強用板材１８２は、全体的に１８４で
示される比較的広い部分と、比較的広い部分１８４と背面１５０との間で、全体的に１８
６で示される比較的狭い部分とを含む。したがって、補強用板材１８２は、貫通孔１７２
を貫通するねじまたはストリングを、比較的狭い部分１８６の周辺で結合し、比較的広い
部分１８４によって所定の位置に保持することを可能にする。
【００４６】
　図２、図５および図６を参照すると、詰め物１０４は、本体１０６の陥凹１６２内で、
また装飾カバー１０２の陥凹１４０（図３にも示す）内で受けることができる。たとえば
、ニードル（図示せず）を使用して、ねじまたはストリングは、貫通孔１６４、１６６、
１６８、１７０、１７２、１７４、１７６、１７８および１８０のうちの１つまたは複数
を通り、詰め物１０４および装飾カバー１０２を通り、ボタン（図示せず）を通って進み
、反対に装飾カバー１０２と、詰め物１０４と、本体１０６の貫通孔とを通って進むこと
ができる。次いで、ねじまたはストリングは、たとえば図６に示す補強用板材１８２など
、それぞれの補強用板材に締結される。したがって、貫通孔およびそれぞれの補強用板材
は、それぞれのボタン（図示せず）を装飾カバー１０２および詰め物１０４に対して引張
り、詰め物１０４の、ボタンに近接する領域を圧縮して、装飾カバー１０２の外面１１２
に凹凸のある外観（textured appearance）を与えることを可能にする。その例では、ボ
タンと、ねじまたはストリングとは、貫通孔を通り、詰め物１０４を通り、装飾カバー１
０２を通って受けられる締結具として機能して、それぞれの締結具を囲むそれぞれの領域
内で詰め物１０４を圧縮する。
【００４７】
　図２、図４および図５を参照すると、本体１０６は、前面１４４と背面１５０との間に
延在する追加の貫通孔１８８、１９０、１９２、１９４、１９６、１９８および２００を
画定する。いくつかの実施形態では、そのような追加の貫通孔は、本体１０６の重量と製
造コストとを低減することができる。代替的な実施形態では、貫通孔１８８、１９０、１
９２、１９４、１９６、１９８および２００は省略されてよく、または異なる形状を有し
てよく、または代わりに熱可塑性材料（図示せず）の薄膜で閉じられてもよい。いくつか
の実施形態では、熱可塑性材料の薄膜は、詰め物が貫通孔１８８、１９０、１９２、１９
４、１９６、１９８および２００を通り抜けることを防止することによって、または詰め
物を損傷する恐れがある物体が貫通孔１８８、１９０、１９２、１９４、１９６、１９８
および２００を通り抜けることを防止することによって、（たとえば、図２に示す詰め物
１０４などの）詰め物を保護することができる。
【００４８】
　図５を参照すると、後側面１４８上で、図示の実施形態における本体１０６はまた、本
体１０６に付加的な強度を与えるために、例示的な構想的リブ２０２および２０４など、
複数の構想的リブを画定する。
【００４９】
　図７を参照すると、図示の実施形態では、凸部１５６が、本体１０６の概ね平らな平面
部１６０から斜角２０６に延在し、本体１０６はまた、後側面１４８上に、概ね平らな平



(15) JP 2014-518694 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

面部１６０から概ね垂直に延在する凸部２０８を画定する。図示の実施形態では、コネク
タ１５４が凸部２０８上にあり、外側面１５２が凸部１５６と２０８上にある。しかしな
がら、代替的な実施形態では、コネクタ１５４は、凸部１５６上にあってもよく、または
上記のように前面１４４上もしくは背面１５０上にあってもよい。
【００５０】
　図８を参照すると、本体１０６は、本体１０６の前側面１４２上で隣接する同様の本体
２１０に対して、および本体１０６の後側面１４８上で隣接する同様の本体２１２に対し
て、積み重ね可能である。図示の実施形態では、隣接する同様の本体２１０は、本体１０
６の外側面１５２と実質的に同じである外側面２１４を有し、隣接する同様の本体２１０
が本体１０６の陥凹１６２内で受けられ、前側面１４２に対して積み重ねられると、隣接
する同様の本体２１０の外側面２１４の一部分が本体１０６の内向面１５８の一部分と接
触するように、外側面１５２と２１４とが配置される。さらに、隣接する同様の本体２１
２は、本体１０６の内向面１５８と実質的に同じである内向面２１６を有し、隣接する同
様の本体２１２が本体１０６の後側面１４８に対して積み重ねられると、本体１０６の外
側面１５２の少なくとも一部分が、隣接する同様の本体２１２の内向面２１６の少なくと
も一部分と接触する。
【００５１】
　再び図５を参照すると、本体１０６は、後側面１４８上に追加の凸部２１８、２２０、
２２２、２２４、２２６、２２８、２３０、２３２および２３４を画定する。再び図７を
参照すると、凸部２１８は、キャビティ２３６と、本体１０６の後側面１４８の２３８で
全体的に示され、キャビティ２３６と連通する開口と、を画定する。本体１０６はまた、
本体１０６の前面１４４とキャビティ２３６との間に延在する開口２４０を画定する。再
び図５を参照すると、凸部２２０、２２２、２２４、２２６、２２８、２３０、２３２お
よび２３４は、凸部２１８と実質的に同じであり、全体的に２４２、２４４、２４６、２
４８、２５０、２５２、２５４および２５６で示され、開口２３８と実質的に同じである
それぞれの開口を画定する。一般に、開口２３８、２４２、２４４、２４６、２４８、２
５０、２５２、２５４および２５６は、それぞれの凸部内のそれぞれのキャビティから内
側を向く。
【００５２】
　再び図８を参照すると、隣接する同様の本体２１０および２１２は、凸部２１８と実質
的に同じであるそれぞれの凸部２５８および２６０を有する。隣接する同様の本体２１０
が本体１０６の前側面１４２に対して積み重ねられると、隣接する同様の本体２１０の凸
部２５８が本体１０６の前面１４４に接触し、隣接する同様の本体２１２が本体１０６の
後側面１４８に対して積み重ねられると、凸部２１８が本体１０６の前面１４４と実質的
に同じである隣接する同様の本体２１２の前面２６２に接触する。図５および図８を参照
すると、いくつかの実施形態における凸部２１８、２２０、２２２、２２４、２２６、２
２８、２３０、２３２、２３４、２５８および２６０は、したがって、たとえば図８に示
す積み重ねられた本体１０６、２１０および２１２などの積み重ねられた本体間の接触を
増加させ、そのような実施形態は、したがって、たとえば図８に示す積み重ねられたシス
テムなど、本体の積み重ねられたシステムにおいて、付加的な安定性を有することができ
る。
【００５３】
　再び図５を参照すると、後側面１４８上で、本体１０６はまた、凸部２０８に近接する
例示的なクリップ２６４および２６６など、複数のクリップを有する。再び図７を参照す
ると、クリップ２６６は、たとえば、発光ダイオード（「ＬＥＤ」）のライトストリング
などの光源（図示せず）を着脱可能に受けるための変形可能なカール部２６８を含む。し
たがって、再び図５を参照すると、凸部２０８に近接して示される複数のクリップは、そ
のようなライトストリングを、実質的に本体１０６の背面１５０の外周の周りで、本体１
０６に接続する光源コネクタとして機能する。光源のための代替のコネクタには、たとえ
ばテープが含まれてよい。
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【００５４】
　さらに図５を参照すると、電気スイッチ２７０および２７２が、外側面１５２を通して
本体１０６の凸部２０８上に配置される。図９を参照すると、電気スイッチ２７０が示さ
れており、電気スイッチ２７２は実質的に同じものである。図示の実施形態における電気
スイッチ２７０および２７２は三路スイッチであり、したがって、両スイッチは、電気ス
イッチ２７０または２７２のいずれかが光源をオンまたはオフにすることができるように
、光源（図示せず）に接続される。本体１０６はまた、たとえば、ＬＥＤのライトストリ
ングに適切な電圧を供給するために、電圧変換器（図示せず）を有することができる。
【００５５】
　再び図７を参照すると、図示の実施形態における凸部２０８は、クリップ２６４および
２６６などのクリップで保持された光源（図示せず）からの光を伝導する透光部２７４を
含む。代替的実施形態は、着脱式の透光カバーを含むことができ、または代替として、透
光部２７４が省略されてよく、透光部２７４の代わりに本体１０６内にギャップが残され
、ギャップを通して光が進むことができる。図示の実施形態では、透光部２７４が唯一の
透光部であるが、代替実施形態では、他の部分または実質的に本体１０６のすべてが透光
性であってもよく、その実施形態では、本体１０６は、単一の種類の熱可塑性材料で形成
されてよい。
【００５６】
　再び図２を参照すると、補強用板材１０８を（図１に示す壁８８などの）壁に装着する
締結具（図示せず）を受けるために、補強用板材１０８は、例示的な貫通孔２７６および
２７８など、複数の貫通孔を画定する。図示の実施形態では、そのような貫通孔は、締結
具（図示せず）を壁内のスタッド（図示せず）に取り付けることを可能にし、かつ補強用
板材１０８をそのような締結具に対して滑動することを可能にするために細長であり、そ
のことが、いくつかの実施形態では、そのようなスタッドの位置によって過度に制限され
ることのない位置で、補強用板材１０８を壁に装着することを可能にする。補強用板材１
０８はまた、それぞれの上縁２８６、２８８および２９０を有する凸部２８０、２８２お
よび２８４を含む。図示の実施形態では、凸部２８０、２８２および２８４は、共通の間
隔で離間しており、再び図５を参照すると、開口２３８、２４２および２４４、開口２４
６、２４８および２５０、ならびに開口２５２、２５４および２５６は、同じ間隔で離間
している。したがって、一実施形態では、開口２３８、２４２および２４４は、補強用板
材１０８が装着される壁（図１に示す壁８８など）に本体１０６を装着するために、凸部
２８４、２８２および２８０をそれぞれ受けることができる。たとえば、図１０は、開口
２４４および２４２内にそれぞれ受けられた凸部２８０および２８２を示す。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、凸部２８０、２８２および２８４などの凸部は、凸部２２２
、２２０および２１８などの凸部の内面と協働するラッチとして機能することができ、そ
れにより、凸部２８０、２８２および２８４は、それぞれ、凸部２２２、２２０および２
１８内で解除可能に保持され、またそれにより、凸部２８０、２８２および２８４は、本
体１０６を補強用板材１０８から解除するために、一時的に変形される。図示の実施形態
では、凸部２８０、２８２および２８４は、本体１０６の前側面１４２からアクセス可能
であり、したがって、本体１０６を補強用板材１０８から解除する解除スイッチとして機
能し、いくつかの実施形態は、本体１０６を補強用板材１０８上に保持し、それにより、
装飾カバー１０２および詰め物１０４が取り外されているときだけ、本体１０６が補強用
板材１０８から解除される。そのような実施形態におけるそのような解除可能な接続は、
さらに、本体１０６、詰め物１０４および装飾カバー１０２を（図１に示す壁８８などの
）壁に固定することができる。
【００５８】
　図２および図５を参照すると、凸部２１８、２２０および２２２のそれぞれの離間した
縁部は、したがって、本体１０６を（図１に示す壁８８などの）壁に装着する、本体１０
６上のコネクタとして機能する。さらに、凸部２８０、２８２および２８４の複数の離間
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した上縁２８６、２８８および２９０は、したがって、本体１０６上のそのようなコネク
タを補完するコネクタとして、それぞれ機能する。
【００５９】
　さらに図２および図５を参照すると、補強用板材１０８の凸部２８０、２８２および２
８４は、代替的に、それぞれ凸部２２４、２２６および２２８の、それぞれの開口２４６
、２４８および２５０の中で受けられる。凸部２２４、２２６および２２８は、それぞれ
凸部２８０、２８２および２８４の、それぞれの上縁２８６、２８８および２９０を補完
する縁部を含み、凸部２２４、２２６および２２８内の縁部は、凸部２１８、２２０およ
び２２２内の実質的に同様の縁部に対して概ね垂直であり、より一般的には非平行である
。したがって、本体１０６は、図１０に示す方式に対して垂直な方式で掛けられる。さら
に、補強用板材１０８の凸部２８４、２８２および２８０はまた、それぞれ凸部２３０、
２３２および２３４の、それぞれ開口２５２、２５４および２５６内で受けられてよく、
やはり、本体１０６を、図１０に示す方式に対して垂直に装着する。したがって、凸部２
２４、２２６および２２８の複数のそれぞれの離間した縁部はまた、本体１０６を（図１
に示す壁８８などの）壁に装着する別のコネクタとして機能し、凸部２３０、２３２およ
び２３４の複数のそれぞれの離間した縁部もまた、装置本体１０６を壁に装着するコネク
タとして機能する。
【００６０】
　再び図５を参照すると、図示の実施形態における本体１０６は、後側面１４８において
、物を格納する格納コンパートメント２９２を画定する。たとえば、ヘッドボードシステ
ム１００（図２に示す）内に、小さいが貴重な物を人目に触れずに格納することが望まし
い。いくつかの実施形態では、格納コンパートメント２９２は、たとえば上述のように、
装飾カバー１０２の外面１１２に凹凸のある外観を与えるために、１つまたは複数のボタ
ン、針および糸を保持することができる。図示の実施形態では、格納コンパートメント２
９２は、格納コンパートメント２９２のトップサイド上の、全体的に２９４で示される開
口において開いている。しかしながら、代替的な実施形態では、格納コンパートメント２
９２は、たとえば、取外し可能なカバーを含むことができる。
【００６１】
　再び図２を参照すると、図示の実施形態では、本体１０６は、前側面１４２上に傾き測
定デバイス２９６を有する。補強用板材１０８もまた、傾き測定デバイス２９８を含む。
図示の実施形態における傾き測定デバイス２９６および２９８は、着脱可能な気泡水準器
であり、いくつかの実施形態では、傾き測定デバイス２９６および２９８は、重力に対す
る本体１０６および補強用板材１０８それぞれの傾きを示すことができる。いくつかの実
施形態では、そのような傾きの情報は、たとえば、補強用板材１０８および本体１０６を
室内で水平に位置決めするのを助けることができる。
【００６２】
　図１１を参照すると、詰め物１０４が、本体１０６の陥凹１６２の中と装飾カバー１０
２の陥凹１４０の中とで受けられるように組み立てられたヘッドボードシステム１００が
、示されている。外側部１１４、１１６、１１８および１２０が、本体１０６の外側面１
５２上に配置され、装飾カバー１０２上のコネクタ１３８が、本体１０６上のコネクタ１
５４と着脱可能に接続され、たとえば、外面１１２が、部屋を装飾するために露出された
ままとなる。したがって、図示の実施形態では、本体１０６は、装飾カバー１０２を保持
する装置として機能し、したがって、いくつかの実施形態では、ベッドのためのヘッドボ
ードとして機能することができる。
【００６３】
　図示の実施形態では、フックアンドループコネクタ１３８および１５４は、装飾カバー
１０２を本体１０６にアップホルスターすることに伴う時間と費用とを避けることができ
る。たとえば、新しい色彩設計を反映するために外面１１２を更新するために、装飾カバ
ー１０２を交換することが望ましい場合、装飾カバー１０２は、フックアンドループコネ
クタ１３８および１５４を取り外し、新しい装飾カバー１０２のコネクタ１３８を本体１
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０６のコネクタ１５４に再び取り付けることによって、簡単に取り替えられる。
【００６４】
　図示の実施形態では、本体１０６および補強用板材１０８は実質的に熱可塑性であり、
たとえば、高密度ポリエチレンまたはポリプロピレンで形成されるが、たとえば炭素樹脂
など、他の熱可塑性材料が、代替として使用される。本体１０６および補強用板材１０８
は、たとえば、電気スイッチ２７０および２７２ならびに傾き測定デバイス２９６および
２９８など、熱可塑性でない材料を含むことがあるが、依然として、「実質的に」熱可塑
性である。一般に、「実質的に」熱可塑性の本体は、大量のそのような本体を比較的安価
に生産することを可能にする鋳型内で形成される、主要な構造的要素を含むことができる
が、そのような「実質的に」熱可塑性の本体はまた、たとえば、電気スイッチ２７０およ
び２７２の要素ならびに傾き測定デバイス２９６および２９８の要素など、熱可塑性でな
い要素を含むことができる。本体１０６および補強用板材１０８は、たとえば、ニューメ
キシコ州アルバカーキのBio-Tec Environmental， LLC社から市販されているＥＣＯＰＵ
ＲＥ（商標）として既知の添加剤など、添加剤を含むことがある、任意の一般的に入手可
能な熱可塑性材料で作製される。代替実施形態は、いくつかの実施形態において熱可塑性
でない他の材料を含むことができる。
【００６５】
　たとえば、ヘッドボードシステム１００にトコジラミがまん延するようになった場合、
装飾カバー１０２および詰め物１０４が本体１０６から取り外され、廃棄されるかまたは
清浄化されて元の位置に戻される。たとえば、トコジラミを殺すために、装飾カバー１０
２は洗濯されてよく、詰め物１０４は、十分な期間の間、単に倉庫に放置されてよいが、
他にもいくつかの可能性が存在する。さらに、本体１０６は実質的に熱可塑性であり、そ
れゆえ容易に清浄化され、新しいかまたは清浄化された装飾カバー１０２および新しいか
または清浄化された詰め物１０４が、清浄化された本体１０６上に設置され、そのことで
、いくつかの実施形態では、ヘッドボード全体を取り換えることによる浪費、出費および
環境破壊が回避される。そのように低減された浪費および出費は、たとえば、トコジラミ
のまん延への対応が非常にコスト高となることがあるホテルなど、大型施設において特に
有利である。さらに、たとえば、装飾カバー１０２の外観を変えること、または詰め物１
０４を変えることが望ましい場合、必要なそれらの構成要素だけが取り替えられ、そのこ
とで、たとえば、ホテルの１つもしくは複数の部屋またはホテル全体において装飾物また
は詰め物の材料を交換するためのコストが低減される。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、実質的に熱可塑性の本体１０６は、消毒あるいは清浄化され
、装飾カバー１０２および詰め物１０４は取り外され、清浄化され、かつ取り替えられる
が、一方、たとえばアップホルスターされたヘッドボードにおける類似の構成要素は、一
般に再使用されず、ひとたび取り外されると廃棄されなければならないので、より一般的
には、ヘッドボードシステム１００は、たとえばアップホルスターされたヘッドボードな
ど、既知のヘッドボードより衛生的である。したがって、ヘッドボード内で装飾カバーを
保持するために任意のホルダを有する実質的に熱可塑性の本体のいくつかの実施形態は、
多くの既知のヘッドボードより有利である。
【００６７】
　さらに、本体１０６と補強用板材１０８の一方または両方が、それらの中に組み込まれ
た珪藻土を含むことができる。一実施形態では、熱可塑性材料が、鋳型に注入される前で
、液相にあるとき、珪藻土を本体１０６の熱可塑性材料に付加することによって、珪藻土
が本体１０６の中に組み込まれる。一実施形態では、本体１０６の約３０重量％が珪藻土
である。さらに、追加の珪藻土が、本体１０６の外向きの外側面１５２または他の表面に
付着されてよい。いくつかの実験では、珪藻土をそのようにして含む本体は、そのような
本体の近くにいるトコジラミを効果的に殺すことが発見されている。そのような一実験で
は、そのような本体は、本体が製造された後の少なくとも１年の間、トコジラミを殺すこ
とを継続した。したがって、そのような材料は、トコジラミのまん延をさらに防止または
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低減することができるが、そのことは、たとえばホテルなどの大型施設においては、非常
にコストがかかることがある。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、珪藻土は、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１を含むことが
あり、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１は、米国ネバダ州レノ、Suite 1000、Gateway 
Drive 9785のEP Minerals, LLC社から市販されており、たとえば、約９００°Ｆ（約４８
０℃）または他の温度で熱処理または気流乾燥される。一実施形態では、珪藻土を気流乾
燥することは、珪藻土を約９００°Ｆ（約４８０℃）で約１５秒間加熱することを伴う。
そのような熱処理または気流乾燥は、珪藻土の特性を、より角立ったものに、したがって
動物の外骨格またはより具体的にはトコジラミの外骨格により損傷を与えるように変える
ことができ、そのような熱処理または気流乾燥はまた、珪藻土を完全に乾燥させ、それに
より珪藻土をより吸収性にして、トコジラミなどの動物を脱水させて殺すことができ、本
明細で説明する様々な実施形態を含む様々な実施形態において潜在的により効果的である
ものと考えられる。
【００６９】
　ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１として既知の珪藻土は、いくつかの実施形態におい
て特に効果的であることがあり、そのような珪藻土は、以下の特性を有するものと考えら
れる。
【００７０】
【表１】

【００７１】
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　代替実施形態では、珪藻土は、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５３として既知の珪藻土
を含んでよく、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５３もまた、米国ネバダ州レノ、Suite 10
00、Gateway Drive 9785のEP Minerals, LLC社から市販されている。ＣＥＬＡＴＯＭ（商
標）ＭＮ－５３として既知の珪藻土は、以下の特性を有しているものと考えられる。
【００７２】
【表２】

【００７３】
　２０１１年６月２３日の一実験では、Ｇｅｌｍａｎ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ（商標）から市
販されている、それぞれが直径約５．０センチメートル（「ｃｍ」）または約２．０イン
チの小さなプラスチックのペトリ皿が、生物検定に使用された。直径約１．５ｃｍ（また
は約０．６インチ）の小さな開口を蓋の中に切り、トコジラミが呼吸できるように１片の
ガーゼで閉じた。ペトリ皿は、直径約４．２５ｃｍ（または約１．７インチ）のフィルタ
紙で内側を覆った（lined）。珪藻土を計重し、鉗子を用いてフィルタ紙上に均一に拡散
した。１０個の成長した現場収集のトコジラミをペトリ皿のそれぞれに入れ、それらが逃
げないように、皿の上に蓋を載せた。箱の中の湿度を保つために水を噴霧した紙タオルで
内側を覆ったプラスチックの箱の中に、ペトリ皿を移した。実験は室温で行い、トコジラ
ミをペトリ皿に入れてから２４、４８、７２および９６時間後に、死虫数を記録した。各
製品の、トコジラミの５０％を殺すのに十分な最低致死濃度（「ＬＣ５０」）を計算する
ために、約０．５ミリグラム（「ｍｇ」）と約２．０ミリグラムとの間の４つの濃度を使
用した。それぞれ１０個のトコジラミの単一のレプリケーションがあった。
【００７４】
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おり、ここで、Ｌは、表中の対応する所与の時間後にまだ生きているトコジラミの数を指
し、Ｄは、所与の時間後に死んだ数を指す。
【００７５】
【表３】

【００７６】

【表４】

【００７７】
　すべてのトコジラミが、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１の珪藻土の中で、４８時間
後に死んだ。したがって、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１に対するＬＣ５０は、４８
時間に対してのみ計算され、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１に対する４８時間後のＬ
Ｃ５０は、０．７ｍｇとして計算された。ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５３に対する４
８時間後のデータは、計算に有効ではなく、したがって、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－
５３に対するＬＣ５０は、９６時間後に０．８ｍｇ（０．５５２～１．０５２）として計
算された。
【００７８】
　ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１に対する比較的低いＬＣ５０は、ＣＥＬＡＴＯＭ（
商標）ＭＮ－５１が、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５３より、トコジラミに対する毒性
が強い可能性があり、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１は、昆虫を防除するために、ま
たはより具体的にはトコジラミを防除するために特に効果的である可能性があることを示
唆する。
【００７９】
　２０１２年２月１日の別の実験では、６個のペトリ皿（それぞれが直径約５．０ｃｍま
たは約２．０インチ）に、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１を含むエアロゾルを噴霧し
、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１の薄い被膜を乾燥後に残存させ、そのような６個の
ペトリ皿を、一実験群として使用した。追加の６個のペトリ皿（それぞれが直径５．０ｃ
ｍまたは約２．０インチ）には、エアロゾルまたは珪藻土を与えず、それらの６個のペト
リ皿を、対照群（control group）として使用した。１２個のペトリ皿のそれぞれに５個
のトコジラミを入れ、トコジラミが逃げないように蓋をした。トコジラミをペトリ皿に入
れてから３、１５、１８および２４時間後に、死虫数を評価し、対照群の中に死んだ虫は
なかった。実験群における死虫数を、以下の表５に示す。
【００８０】
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【表５】

【００８１】
　したがって、２０１２年２月１日の実験では、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１を含
むエアロゾルに曝されたすべてのトコジラミが２４時間以内に死んだが、対照群のトコジ
ラミはいずれも、２４時間以内に死ななかった。
【００８２】
　２０１２年２月１２日の別の実験では、プラスチックのＲＵＢＢＥＲＭＡＩＤ（商標）
の透光性の箱（約７３．６ｃｍ×約４５．７ｃｍ×約３３．７ｃｍまたは約２９インチ×
約１８インチ×約１３．３インチ）を含め（involve）、より具体的には、２つのそのよ
うな箱を実験用の箱として含め、２つのそのような箱を対照用の箱として含めた。実験用
の箱のそれぞれの中央の、約２０ｃｍ（または約７．９インチ）の幅の部分に、ＣＥＬＡ
ＴＯＭ（登録商標）ＭＮ－５１を含むエアロゾルを噴霧し、乾燥させた。１片の現場収集
のシート（約５０ｃｍ×約２４ｃｍ、または約１９．７インチ×約７．９インチ）で、そ
れぞれの箱の１側面上を覆って、刺激剤として使用した。シートは、トコジラミがまん延
した家から収集し、卵と、多くの餌を摂ったばかりのトコジラミが付着していたが、トコ
ジラミは、シート片を箱に入れる前にシートから収集した。現場収集のシート片に対向す
る、箱の側面は、清潔で新しい布の片で覆われた。５０個の成長したトコジラミを各箱の
中の清潔な布の上に入れ、箱を蓋で閉じた。対照の箱は、実験用の箱に類似するが、エア
ロゾルを含んでいなかった。
【００８３】
　４つの箱のすべての中で、トコジラミは、清潔な布を有する箱の側面から、現場収集の
シート片を有する箱の側面に移動した。４８時間後、対照用の箱の中の死虫数はゼロであ
ったが、２４時間後、実験用の箱のうちの１つは、５０個のトコジラミのうち４３の死虫
数を示し、他の実験用の箱は、５０個のトコジラミのうち４５の死虫数を示した。４８時
間後に、実験用の箱の中のすべてのトコジラミが死んだ。トコジラミは、仰向けに死んで
おり、エアロゾルの生成物のダストが着いていた。したがって、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）
ＭＮ－５１で処理された領域をトコジラミが横断するときの短い曝露でさえ、トコジラミ
に高い死虫率をもたらすのに十分であるものと考えられる。
【００８４】
　１個のトコジラミが珪藻土に接触すると、そのトコジラミが、他のトコジラミに珪藻土
を拡散し、したがって、１個のトコジラミを珪藻土に接触させることで、数個のトコジラ
ミを殺すことができるものと考えられる。たとえば、一実験では、１個のトコジラミに珪
藻土と蛍光染料とに直接触れさせ、そのトコジラミを、珪藻土に直接触れさせていなかっ
た他の数個のトコジラミに接触させた。珪藻土に直接触れさせていなかったトコジラミの
多くが、珪藻土に直接触れていたトコジラミに接触した後、すぐに死んだことが判明した
。また、珪藻土に直接触れていたトコジラミに接触した後すぐに死んだトコジラミ上で、
蛍光染料が観測され、そのようなトコジラミは、珪藻土に直接触れたトコジラミに接触し
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たことによって珪藻土に接触したことを示唆している。したがって、１個のトコジラミを
珪藻土に直接触れさせることによって、多くの場合、数個のトコジラミを殺すことができ
るものと考えられる。
【００８５】
　２０１２年２月１８日の別の実験では、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１の死虫率を
、２つの市販されている殺虫剤、すなわちＡＬＰＩＮＥ ＤＵＳＴ（商標）およびＭＯＴ
ＨＥＲ ＥＡＲＴＨ（商標）として既知の殺虫剤と比較した。様々な製品を小さなフィル
タ紙上で計重し、次いで、そのフィルタ紙をペトリ皿（直径約５．０ｃｍまたは約２イン
チ）の中に置いた。トコジラミを様々なペトリ皿の中に入れ、２４時間後および４８時間
後にペトリ皿のそれぞれの中で、死虫率を評価した。各製品に対して４つの濃度を使用し
、濃度は０．２５ｍｇ～４ｍｇにわたり、各レプリケーションにおいて９個と１１個との
間のトコジラミの３つのレプリケーションがあった。以下の表６に示すように、ＬＣ５０

およびＬＣ９５（トコジラミの９５％を殺すのに十分な最低の致死濃度）の値、ならびに
ＬＣ５０およびＬＣ９５の値に対する信頼区間（「ＣＩ」）を計算するために、プロビッ
ト分析を使用した。
【００８６】
【表６】

【００８７】
　表６におけるデータは、その実験において、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１はＡＬ
ＰＩＮＥ ＤＵＳＴ（商標）およびＭＯＴＨＥＲ ＥＡＲＴＨ（商標）より低い濃度（具体
的には、それらの値に対して、より低いＬＣ５０およびＬＣ９５ならびにより低いＣＩ）
を必要とすることを示しており、したがって、トコジラミの個体数を抑制することにおい
て、ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１は、一般に、ＡＬＰＩＮＥ　ＤＵＳＴ（商標）お
よびＭＯＴＨＥＲ ＥＡＲＴＨ（商標）より効果的であるものと考えられる。
【００８８】
　一般に、珪藻土は、外骨格を有する動物の外骨格を損傷し、その損傷が、動物の脱水お
よび死をもたらすものと考えられる。したがって、珪藻土、ならびに本明細で説明した珪
藻土を含むような、様々な装置、キットおよびシステムは、外骨格を有する動物、節足動
物、クモ類、昆虫およびトコジラミのうちの１つまたは複数の個体数の抑制において効果
的であるものと考えられる。本明細書では、動物の個体数の「抑制」は、個体数を発見す
る前にそのような個体数の成長または生存を防止することと、同様に個体数を発見した後
、そのような個体数の１つまたは複数の構成要素を殺すこととを含んでよい。珪藻土はま
た、自然の生成物であり、自然の生成物は、人間に対してまたはより一般的に環境に対し
て害はより少ないので、概して、自然の生成物は、他の害虫防除製品より好ましい。珪藻
土によって殺すことが望ましい動物には、同様に、ゴキブリ、蟻、蚤および他の害虫が含
まれる。
【００８９】
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　ＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１およびＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５３ならびに
他の製品について、上記で説明したが、いくつかの実施形態は、他のサプライヤによって
供給される他のタイプの珪藻土を含むことができる。一般に、いくつかの実施形態におけ
るそのような珪藻土は、たとえば、約４８０℃で約１５秒間気流乾燥された珪藻土など、
熱処理もしくは気流乾燥された珪藻土であってよく、またはより一般的には、改質珪藻土
であってもよい。より一般的には、そのような珪藻土は、上記で説明したＣＥＬＡＴＯＭ
（商標）ＭＮ－５１またはＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５３の効果と類似の効果を達成
するために、上記の表１および表２に列挙されるＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１また
はＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５３の特性のうちの１つまたは複数に類似する、１つま
たは複数の特性を有することができる。
【００９０】
　さらに、他の実施形態は、トコジラミの個体数を抑制するのに有効である、珪藻土以外
の製品、またはより一般的には殺虫剤もしくは農薬を含むことができる。たとえば、特許
文献３は、ＰＡ１ｂ関連ペプチド、テルペノイドサポニン、トリテルペノイドサポニン、
ソヤサポニンＩ、ソヤサポニンＩＩ、ソヤサポニンＩＩＩ、ソヤサポニンＶＩ、デヒドロ
ソヤサポニンＩ、エキノシスチン酸３－グルコシド、グリチルリチン酸、ヘデラコシドＣ
、ベータエスシン、アルファフェデリン、および他の、殺虫成分を沈殿させた酢酸のうち
の１つまたは複数など、様々なマメ科植物の抽出物を記載している。様々な実施形態では
、たとえば、熱可塑性材料が液相にあるときでかつ熱可塑性材料が鋳型に注入される前に
、珪藻土、マメ科植物の抽出物、または両方を本体の熱可塑性材料に付加することによっ
て、珪藻土およびそのようなマメ科植物の抽出物の一方または両方が、熱可塑性の本体の
中に組み込まれる。
【００９１】
　さらに図１１を参照すると、装飾カバー１０２および本体１０６は、フックアンドルー
プコネクタ１３８および１５４を、装飾カバー１０２上および本体１０６上のそれぞれの
所定の位置に有するように製造され、そのような所定の位置は、装飾カバー１０２の所望
の位置および張力を詰め物１０４上に与えるように決定される。したがって、装飾カバー
１０２は、コネクタ１３８をコネクタ１５４に調整することによって簡単にそのような所
望の位置および張力に取り付けることができる。したがって、図示の実施形態では、本体
１０６上の装飾カバー１０２の所望の位置は、相補的なコネクタ１３８および１５４のそ
れぞれの位置によってあらかじめ定めることができるので、装飾カバー１０２上のコネク
タ１３８を補完する本体１０６上のコネクタ１５４は、装飾カバー１０２を本体１０６上
に保持することを簡素化し、そのことで、装飾カバーをフレームに接続する間に装飾カバ
ーを注意深くフレーム上で位置決めする必要をなくすことができる。さらに、いくつかの
実施形態では、装飾カバー１０２を本体１０６上に取り付けるときに、装飾カバー１０２
を引っ張るかまたは変形させる必要はない。
【００９２】
　またさらに、図示の実施形態では、コネクタ１３８および１５４は連続的なフックアン
ドループコネクタであるので、装飾カバーをフレーム上に離散的な点だけで接続すること
に起因することがある、見苦しい外観を避けることができる。
【００９３】
　図１２を参照すると、別の例示的な本体が全体的に３００で示され、全体的に３０２で
示される前側面を有し、前面３０４を有する。前面３０４は、概ね平らな平面部３０６と
内向部３０８とを含む。本体３００はまた、全体的に３１０で示され、前側面３０２に対
向する後側面と、外向きの外側面３１２とを有する。したがって、前面３０４の内向部３
０８は、概ね平らな平面部３０６と本体３００の外側面３１２との間にある。本体３００
は、上記で説明した本体１０６と実質的に同様であり、装飾カバーを保持する装置と同様
に機能し、本体１０６と同様の材料を含むが、内向部３０８は、概ね平らな平面部３０６
に隣接して概ね垂直に延在する第１の部分３１４と、第１の部分３１４に隣接して第１の
部分３１４に非平行に、概ね平らな平面部３０６から離れて延在する第２の部分３１６と
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、第２の部分３１６に隣接して第１の部分３１４に概ね平行に、概ね平らな平面部３０６
から離れて延在する第３の部分３１８とを含む。また、図示の実施形態における外側面３
１２は、内向部３０８を概ね補完する相補部３２０を含む。
【００９４】
　したがって、図１３を参照すると、本体３００は、本体３００の前側面３０２上で隣接
する同様の本体３２２に対して、および本体３００の後側面３１０上で隣接する同様の本
体３２４に対して、積み重ね可能である。したがって、隣接する同様の本体３２２の外側
面３１２の相補部３２０は、隣接する同様の本体３２２が本体３００の前側面３０２に対
して積み重ねられると、本体３００の内向部３０８に接触する。さらに、本体３００の外
側面３１２の相補部３２０は、隣接する同様の本体３２４が本体３００の後側面３１０に
対して積み重ねられると、隣接する同様の本体３２４の内向部３０８に接触する。
【００９５】
　図１４、図１５および図１６を参照すると、別の例示的な本体が全体的に３２６で示さ
れ、全体的に３２８で示される前側面と、全体的に３３０で示される、対向する後側面と
を含む。前側面３２８は外周３３４を有し、概ね平らな平面部３３６と内向部３３８とを
含む、前面３３２を有する。本体３２６はまた、前面３３２と、後側面３３０上の背面３
４２との間に外向きの外側面３４０を含む。本体３２６は、たとえば、上記で説明したそ
れぞれの締結具を図６に示す貫通孔１７２とともに受けるために、図示の貫通孔３４４お
よび３４６など、複数の貫通孔を画定する。貫通孔３４４および３４６などの貫通孔はま
た、図６に示す、上記で説明した補強用板材１８２と実質的に同じそれぞれの補強用板材
３４８および３５０を有する。後側面３３０上で、本体３２６は、上記で説明した補強用
板材１０８と実質的に同じ壁取り付け型補強用板材３７０のそれぞれの凸部３６４、３６
６および３６８を受けるための、全体的に３５８、３６０および３６２で示すそれぞれの
貫通孔を有する凸部３５２、３５４および３５６を画定する。本体３２６はまた、後側面
３３０上で、補強用板材３７０の凸部３６８、３６６および３６４をそれぞれ受けるため
の、全体的に３７８、３８０および３８２で示すそれぞれの貫通孔を有する凸部３７２、
３７４および３７６を画定する。したがって、本体３２６は、凸部３６４、３６６および
３６８が、それぞれ、貫通孔３５８、３６０および３６２内で受けられると、第１の方位
において壁装着可能であり、凸部３６４、３６６および３６８が、それぞれ、貫通孔３８
２、３８０および３７８内で受けられると、第１の方位に垂直な第２の方位において壁装
着可能である。したがって、凸部３６４、３６６および３６８の離間した縁部はコネクタ
として機能し、凸部３５６、３５４および３５２の離間した縁部は、したがって凸部３６
４、３６６および３６８の離間した縁部を補完するコネクタとして機能し、凸部３７６、
３７４および３７２の離間した縁部も同様に、凸部３６４、３６６および３６８の離間し
た縁部を補完するコネクタとして機能する。
【００９６】
　本体３２６はまた、前面３３２の外周３３４に連続的に隣接するコネクタ３８４を有し
、図示の実施形態では、コネクタ３８４は外側面３４０上にある。コネクタ３８４は、図
３に示す装飾カバー１０２上のコネクタ１３８などのコネクタを補完し、したがって、本
体３２６はまた装飾カバーを保持する装置として機能する。
【００９７】
　本体３２６はまた、例示的な貫通孔３８６および３８８などの追加の貫通孔を画定し、
そのことで、本体３２６の重量および製造コストが低減される。図示の実施形態では、貫
通孔３８６および３８８などの追加の貫通孔は、概ね矩形であり、貫通孔３４４および３
４６などの貫通孔と補強用板材３４８および３５０などの補強用板材とを有する例示的な
概ね直線的な部材３９０および３９２など、概ね直線的な部材によって分離される。しか
しながら、代替的な実施形態では、貫通孔３８６および３８８などの貫通孔は、省略され
てよく、または前面３３２に対して受けられる熱可塑性材料の薄膜（図示せず）で閉じら
れてもよい。
【００９８】
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　本体３２６はまた、例示的なクリップ３９４および３９６などのクリップを有し、その
ようなクリップは、たとえば、ライトストリング内で複数のＬＥＤ光を含む光源（図示せ
ず）を保持する光源コネクタとして機能する。クリップ３９４および３９６などのクリッ
プは、上記で説明した図５および図７に示すクリップ２６４および２６６などと実質的に
同じクリップである。
【００９９】
　また、後側面３３０上で、本体３２６は、物を格納する格納コンパートメント３９８を
画定する。図示の実施形態では、格納コンパートメント３９８は着脱可能なカバー４００
を含む。同じく、いくつかの実施形態では、格納コンパートメント３９８は、たとえば上
述のように、装飾カバー１０２の外面１１２に凹凸のある外観を与えるために、ボタン、
針および糸のうちの１つまたは複数を保持することができる。
【０１００】
　本体３２６はまた、隣接する同様の装置が本体３２６の後側面３３０に対して積み重ね
られると、隣接する同様の装置の少なくとも一部分に接触するように、背面３４２上に追
加の凸部４０２、４０６、４０８および４１０を含む。いくつかの実施形態では、追加の
凸部４０２、４０６、４０８および４１０は、したがって、積み重ねられた同様の本体の
システムに、より大きい安定性を与えることができる。本体３２６および他の本体ならび
に本明細書で開示するような補強用板材は、本体１０６に対して上記で説明したような材
料で作製されてよい。
【０１０１】
　図２５を参照すると、別の例示的な実施形態が、全体的に４７４で示されており、本体
４７４の後側面４７６上で本体４７４がレセプタクル４７８、４８０、４８２および４８
４を画定すること以外は、図１４、図１５および図１６に示す本体３２６と同様である。
図示の実施形態では、レセプタクル４７８および４８０が支持体４８６を受け、レセプタ
クル４８２および４８４が支持体４８８を受ける。支持体４８６がレセプタクル４７８お
よび４８０内で完全に受けられると、全体的に支持体４８６の４９０で示す露出した端部
は、締結具（図示せず）を受けて支持体４９０をベッドフレーム（図示せず）に取り付け
るための、複数の貫通孔４９２を有する。同様に、支持体４８８がレセプタクル４８２お
よび４８４内で完全に受けられると、全体的に支持体４８８の４９４で示す露出した端部
は、支持体４８８をベッドフレーム（図示せず）に取り付けるために締結具（図示せず）
を受けるための、複数の貫通孔４９６を画定する。したがって、レセプタクル４７８、４
８０、４８２および４８４は、本体４７４をベッドフレームに接続するコネクタとして機
能する。
【０１０２】
　図１７、図１８および図１９を参照すると、別の例示的な本体が全体的に４１２で示さ
れており、本体４１２の後側面４１４上で、本体４１２が、例示的な構造的補強リブ４１
６および４１８など、複数の構造的補強リブ含むこと以外は、本体３２６と同様である。
【０１０３】
　図示の実施形態における本体４１２は実質的に熱可塑性であり、鋳型の中で形成される
。そのような鋳型は、生産するのにコストがかかり、したがってそのような鋳型は、本体
４１２と同様であるが異なる寸法を有する本体を生産するために、サイズが調節可能であ
ることが好ましい。たとえば、図１７を参照すると、線４２０は、本体４１２を部分４２
２と４２４とに分割し、両部分は、鋳型のそれぞれの別個の部分によって形成される。鋳
型のそれらの部分は、分離され、部分４２２と部分４２４との間の追加の部分（図示せず
）を有することによって、本体４１２と同様であるがより大きい本体を形成するために、
鋳型の追加の部分が、それらの部分の間に挿入される。
【０１０４】
　図示の実施形態では、本体４１２は、約１０９．２ｃｍ（または約４３インチ）の高さ
４２６と、約１４７．３ｃｍ（または約５８インチ）の幅４２８とを有する。そのような
寸法は、約１３７．２ｃｍ（または約５４インチ）の幅を有する北米ダブルサイズベッド
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のためのヘッドボードとして好適である。しかしながら、北米では、約１５２ｃｍ（また
は約６０インチ）の幅を有するクィーンサイズベッドもまた一般的であり、したがって、
北米クィーンサイズベッドのためのヘッドボードとして使用するために好適な本体は、鋳
型拡張部を鋳型に挿入することで鋳型を拡張することによって、約１６２．６ｃｍ（また
は約６４インチ）の幅を有することができ、鋳型拡張部は、部分４２２と部分４２４との
間の本体４１２において約１５．３ｃｍ（または約６インチ）の幅を有する追加の部分の
形成をもたらすために、約１５．３ｃｍ（または約６インチ）の幅を有する。また、いく
つかの北米キングサイズベッドは約２０３．２ｃｍ（または約８０インチ）の幅を有し、
したがって、２つの本体４１２が、９０°回転されて互いに隣接して配置され、約２１８
．４ｃｍ（または約８６インチ、すなわち高さ４２６の約２倍）の共通の幅を有し、約１
４７．３ｃｍ（または約５８インチ、すなわち幅４２８にほぼ等しい）の共通の高さを有
する。したがって、たとえば、部分４２２と部分４２４との間に追加の部分を形成する鋳
型拡張部を用いることで、単一の鋳型で、北米のダブルサイズベッド、クィーンサイズベ
ッドおよびキングサイズベッドなど、３つの異なるサイズのベッドのヘッドボードに好適
な本体を生産することができる。
【０１０５】
　代替的な実施形態では、本体は、あらゆるサイズの本体に調節することが可能にするよ
うに、テレスコーピング部を含むことができる。
【０１０６】
　図２０を参照すると、別の例示的な本体が全体的に４３０で示され、本体４３０が付加
的な構造強度のために、追加の概ね直線的な部材４３２および４３４を含むこと以外は、
本体４１２と同様である。本体４３０はまた、本体１０６、３００、３２６および４１２
と同様の装飾カバーを保持する装置として機能し、上記で説明したのと同様の材料を含む
ことができる。
【０１０７】
　図２１を参照すると、別の例示的な本体が全体的に４３６で示される。本体４３６は、
本体１０６、３００、３２６、４１２および４３０と同様の装飾カバーを保持する装置と
して機能し、上記で説明したのと同様の材料を含むことができる。本体４３６は、全体的
に４３８で示される後側面を有し、背面４４０を有する。本体４３６は、たとえば、上記
で説明し、図６に示す貫通孔１７２と同様に、締結具を受けるために、概ね４４２、４４
４および４４６において貫通孔を画定する。
【０１０８】
　本体４３６はまた、貫通孔４４８および４５０を画定する。貫通孔４４８は、はす縁（
bevelled edge）４５２に隣接し、貫通孔４５０は、はす縁４５４に隣接する。はす縁４
５２および４５４は、本体４３６を（図１に示す壁８８などの）壁に装着するフレンチク
リートを補完するコネクタである。
【０１０９】
　図２２を参照すると、例示的なフレンチクリートが、全体的に４５６で示され、図２１
に示す本体４３６上のはす縁４５２および４５４の一方に接触するために、はす縁４５８
を含む。したがって、フレンチクリート４５６のはす縁４５８はまた、コネクタとして機
能する。フレンチクリート４５６はまた、フレンチクリート４５６を（図１に示す壁８８
などの）壁に装着する締結具（図示せず）を受けるために、概ね４６０および４６２で示
す貫通孔を有する。したがって、フレンチクリート４５６は壁装着可能である。フレンチ
クリート４５６はまた、傾き測定デバイス４６４を含み、図示の実施形態における傾き測
定デバイス４６４は、はす縁４５８が水平になるようにフレンチクリート４５６を（図１
に示す壁８８などの）壁に装着するのを容易にする気泡水準器である。
【０１１０】
　図２３を参照すると、本体４３６のはす縁４５４がフレンチクリート４５６のはす縁４
５８とほぼ接触している状態で、本体４３６が示されている。本体４３６のはす縁４５４
がフレンチクリート４５６のはす縁４５８に接触するように、本体４３６がフレンチクリ
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ート４５６に対して降ろされると、本体４３６はフレンチクリート４５６によって支持さ
れ、したがって壁に装着される。図示の実施形態では、はす縁４５４は、はす縁４５８よ
り長く、したがっていくつかの実施形態における本体４３６は、たとえば、ベッドのヘッ
ドなどにおいて本体４３６を所望の位置に配置するために、フレンチクリート４５６に対
して移動されてよい。
【０１１１】
　図２４を参照すると、隣接する同様の本体４６６が本体４３６の前側面４６８に対して
積み重ね可能であり、同様の隣接する本体４７０が本体４３６の後側面４３８に対して積
み重ね可能である。
【０１１２】
　上記で説明した実施形態は実質的に矩形であるが、他の実施形態が矩形でない形状を有
することは、当業者には理解されよう。図示の例のように、図２６は、「アーチ」型と呼
ばれる形状を有するヘッドボード４９８を示し、図２７は、「ラクダの背中」型と呼ばれ
る形状を有するヘッドボード５００を示し、図２８は、上隅が丸められた概ね矩形の形状
を有するヘッドボード５０２を示す。図２～図２５に示すような実施形態は、たとえば、
図２６～図２８に示すような形状を選択的に有してよいことが、了解されよう。
【０１１３】
　上記のように、上記で開示した本体は、従来のアップホルスタリー技法を必要とするこ
となく、またアップホルスターするために他のより煩わしい代替策を必要とすることなく
、装飾カバーを保持するヘッドボードシステムの一部を形成することができる。さらに、
上記で説明した本体は、たとえば、より一般的に壁を装飾することなど、ヘッドボード以
外の用途に対して装飾カバーを保持するために使用される。またさらに、上記で説明した
本体は、たとえば図に示すように積み重ねられ、そのような積み重ねは、コンパクトでコ
スト効果の高い運送を可能にするとともに、隣接する同様の本体間の接触が、運送中の本
体を安定させ、そのことで、隣接する本体の相対運動によって生じることがある、運送中
の損傷が低減される。さらに、上記で開示したような光源が、上記で開示した本体が装着
される壁の外観（visual appearance）を強調することができる。
【０１１４】
　再び図１を参照すると、ナイトテーブル９２は、床８６と接触するために脚５０４、５
０６、５０８および５１０を含む。ナイトテーブル９２はまた、床８６上で脚５０４、５
０６、５０８および５１０によって支えられる概ね矩形のフレーム５１２を含み、ナイト
テーブル９２はまた、概ね矩形のフレーム５１２内でスライド可能に受けることができる
ドロワー５１４を含む。様々な実施形態では、脚５０４、５０６、５０８および５１０、
概ね矩形のフレーム５１２およびドロワー５１４のうちの１つまたは複数は、家具装置で
あるナイトテーブルの実質的に熱可塑性の本体である。そのような実質的に熱可塑性の本
体のうちの１つまたは複数が、鋳型の中で形成され、いくつかの実施形態では、耐久性、
研磨仕上げおよび様々な色が、炭素樹脂を用いて利用可能であるので、炭素樹脂が望まし
い可能性がある。
【０１１５】
　またさらに、そのような実質的に熱可塑性の本体のうちの１つまたは複数は、その中に
組み込まれた、上記で説明した珪藻土製品およびマメ科植物の抽出物のうちの１つまたは
複数を含んでもよい。上記で説明した他の実施形態と同様に、熱可塑性材料が、鋳型に注
入される前で液相にあるとき、珪藻土、マメ科植物の抽出物、または両方を熱可塑性材料
に付加することによって、そのような珪藻土、マメ科植物の抽出物、または両方が、その
ような実質的に熱可塑性の本体に組み込まれる。一実施形態では、そのような実質的に熱
可塑性の本体の約３０重量％が、珪藻土、または珪藻土と１つまたは複数のマメ科植物の
抽出物との混合物であってよい。さらに、追加の珪藻土、マメ科植物の抽出物、または両
方は、珪藻土をトコジラミなどの動物にさらに露出させるために、たとえば、概ね矩形の
フレーム５１２またはドロワー５１４の内面など、そのような実質的に熱可塑性の本体の
内面に付着されてよい。
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【０１１６】
　代替的な実施形態では、概ね矩形のフレーム５１２およびドロワー５１４は、脚５０４
、５０６、５０８および５１０と同様の脚で支持されるテーブル表面プラットフォームに
よって取り替えられてもよい。そのような一実施形態によれば、家具装置は、上記で説明
したように、実質的に熱可塑性の本体、および珪藻土とマメ科植物の抽出物の一方または
両方を含むテーブルを含むことができる。
【０１１７】
　さらに図１を参照すると、化粧台９４は、概ね矩形のフレーム５１６と、概ね矩形のフ
レーム５１６内でスライド可能に受けることができる、ドロワー５１８および５２０など
、複数のドロワーとを含む。概ね矩形のフレーム５１６およびその中でスライド可能に受
けることができる複数のドロワーは、上記で説明した概ね矩形のフレーム５１２およびド
ロワー５１４と実質的に同じであってよい。
【０１１８】
　ベッド９６は、マットレス９８を支持する、概ね矩形のプラットフォーム５２２を含む
。ベッド９６はまた、概ね矩形のプラットフォーム５２２のそれぞれのコーナーにおいて
４つの実質的に熱可塑性の本体を含み、そのような実質的に熱可塑性の本体５２４、５２
６および５２８を図１に示す。図示の実施形態では、そのような実質的に熱可塑性の本体
は概ね円筒形であり、床８６に接触するための、かつ床８６の上の、概ね矩形のプラット
フォーム５２２と、したがってマットレス９８とを支持する支持体として働く。代替的な
実施形態では、ベッド９６は、そのような支持体として働く、より多いかまたはより少な
い実質的に熱可塑性の本体を含むことができる。
【０１１９】
　上記のように、いくつかの実施形態では、炭素樹脂は所望の色で着色され、炭素樹脂の
外から見える表面は、耐久性があり魅力的な研磨仕上げを有する所望の色を示すように研
磨されるので、炭素樹脂は、いくつかの家具装置に対して望ましい材料である。さらに、
いくつかの実施形態では、１つまたは複数の内面（たとえば、図１に示す概ね矩形のフレ
ーム５１２および５１６の内面など、その内面は、ドロワーが概ね矩形のフレームから取
り外されると見えるが、そうでなければドロワーによって隠される）は、黒または別の暗
色に着色されるなど、暗く着色されてよい。したがって、たとえば珪藻土がそのような内
面に塗布されると、珪藻土のより明るい色が、そのような表面上で珪藻土をより見えやす
くさせ、そのような表面上にそのような製品がないこと知らせることが容易になる。した
がって、いくつかの実施形態では、そのように暗く着色された内面は、そのような内面が
、珪藻土または別のより明るく着色された製品で噴霧あるいは処理されているかどうかを
目視で判断するのを助けることができ、そのような目視判断は、そのような珪藻土または
他の製品の所望の量を様々な家具装置上で確保するために、そのような珪藻土または他の
製品を、どこにいつ塗布すべきか判断することを容易にすることができる。
【０１２０】
　ナイトテーブル９２、化粧台９４、ベッド９６、マットレス９８、およびヘッドボード
システム１００を上記で説明したが、代替実施形態による様々な家具装置、キットおよび
システムが、それらの中に組み込まれた珪藻土、マメ科植物の抽出物、または両方を含む
、１つまたは複数の実質的に熱可塑性の本体を含み、いくつかの実施形態によるそのよう
な家具装置は、トコジラミおよび他の動物の個体数の抑制を助けることができる。したが
って、そのような装置、キットおよびシステムの商業的利用は、そのようなベッドルーム
またはホテルルームにおいて、たとえば外骨格を有する動物、節足動物、クモ類、昆虫、
およびナンキンムシなどの動物の個体数を抑制することを目的として、そのような装置、
キットおよびシステムを流通させ、販売し、売り出し、ベッドルームまたはホテルルーム
内に配置することを伴う。
【０１２１】
　さらに、トコジラミは、しばしば、ベッドルームもしくはホテルルームの居住者から、
またはベッドルームもしくはホテルルームの居住者の所持品から、ベッドルームもしくは
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ホテルルーム内にもたらされるものと考えられる。同様に、そのような居住者および所持
品は、ベッドルームまたはホテルルーム内のベッド、ナイトテーブル、および化粧台のう
ちの１つまたは複数の上にある可能性があり、したがって、トコジラミは、ベッドルーム
またはホテルルーム内のベッド、ナイトテーブル、および化粧台のうちの１つまたは複数
において、ベッドルームまたはホテルルーム内にもたらされる可能性があるものと考えら
れる。また、トコジラミは、ベッドルームまたはホテルルーム内のベッド内に宿る可能性
があるものと考えられる。したがって、いくつかの実施形態では、ナイトテーブル９２、
化粧台９４、ベッド９６、およびヘッドボードシステム１００は、互いに協働して、トコ
ジラミがもたらされるか、またはベッドルームまたはホテルルーム内に宿る可能性のある
特定の場所におけるトコジラミを防除することによって、トコジラミの防除をトータルで
促進することができる。
【０１２２】
　具体的な実施形態を説明し、図示したが、そのような実施形態は、本発明を説明するも
のにすぎず、添付の特許請求の範囲によって解釈される本発明を制限するものではないと
見なされるべきである。
【符号の説明】
【０１２３】
　　８６　床
　　８８　壁
　　９０　家具システム
　　９２　ナイトテーブル
　　９４　化粧台
　　９６　ベッド
　　９８　マットレス
　　１００　ヘッドボードシステム
　　１０２　装飾カバー
　　１０４　詰め物
　　１０６　本体
　　１０８　壁取り付け型補強用板材
　　１１０　概矩形部
　　１１２　外面
　　１１４、１１６、１１８、１２０　外側部
　　１２２、１２４、１２６、１２８　内面
　　１３０、１３２、１３４、１３６　外縁
　　１３８　コネクタ
　　１４０　陥凹
　　１４２　前側面
　　１４４　前面
　　１４６　外周
　　１４８　後側面
　　１５０　背面
　　１５２　外向きの外側面
　　１５４　コネクタ
　　１５６　凸部
　　１５８　内向面
　　１６０　概ね平らな平面部
　　１６２　陥凹
　　１６４、１６６、１６８、１７０、１７２、１７４、１７６、１７８、１８０　貫通
孔
　　１８２　補強用板材
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　　１８４、１８６　比較的広い部分
　　１８８、１９０、１９２、１９４、１９６、１９８、２００　貫通孔
　　２０２、２０４　構想的リブ
　　２０６　斜角
　　２０８　凸部
　　２１４　外側面
　　２１６　内向面
　　２１８、２２０、２２２、２２４、２２６、２２８、２３０、２３２、２３４　追加
の凸部
　　２３６　キャビティ
　　２３８、２４０、２４２、２４４、２４６、２４８、２５０、２５２、２５４、２５
６　開口
　　２５８、２６０　凸部
　　２６２　前面
　　２６４、２６６　クリップ
　　２６８　カール部
　　２７０、２７２　電気スイッチ
　　２７４　透光部
　　２７６、２７８　貫通孔
　　２８０、２８２、２８４、２８６、２８８、２９０　凸部
　　２９２　格納コンパートメント
　　２９４　開口
　　２９６、２９８　傾き測定デバイス
　　３００　本体
　　３０２　前側面
　　３０４　前面
　　３０６　概ね平らな平面部
　　３０８　内向部
　　３１０　後側面
　　３１２　外向きの外側面
　　３１４　第１の部分
　　３１６　第２の部分
　　３１８　第３の部分
　　３２０　相補部
　　３２８　前側面
　　３３０　後側面
　　３３２　前面
　　３３４　外周
　　３３６　概ね平らな平面部
　　３３８　内向部
　　３４０　外向きの外側面
　　３４２　背面
　　３４４、３４６　貫通孔
　　３４８、３５０　補強用板材
　　３５２、３５４、３５６　凸部
　　３５８、３６０、３６２　貫通孔
　　３６４、３６６、３６８　凸部
　　３７０　壁取り付け型補強用板材
　　３７２、３７４、３７６　凸部
　　３７８、３８０、３８２　貫通孔
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　　３８４　コネクタ
　　３８６、３８８　貫通孔
　　３９０、３９２　概ね直線的な部材
　　３９４、３９６　クリップ
　　３９８　格納コンパートメント
　　４００　着脱可能なカバー
　　４０２、４０６、４０８、４１０　追加の凸部
　　４１２、４３０　本体　本体
　　４１４　後側面
　　４１６、４１８　構造的補強リブ
　　４３２、４３４　概ね直線的な部材
　　４３６　本体
　　４３８　後側面
　　４４０　背面
　　４４２、４４４、４４６、４４８、４５０　貫通孔
　　４５２、４５４、４５８　はす縁
　　４５６　フレンチクリート
　　４６０、４６２　貫通孔
　　４６４　傾き測定デバイス
　　４６８　前側面
　　４７６　後側面
　　４７８、４８０、４８２、４８４　レセプタクル
　　４８６、４８８　支持体
　　４９０、４９４　露出した端部
　　４９２、４９６　貫通孔
　　４９８、５００、５０２　ヘッドボード
　　５０４、５０６、５０８、５１０　脚
　　５１２、５１６　概ね矩形のフレーム
　　５１４、５１８、５２０　ドロワー
　　５２２　概ね矩形のプラットフォーム
　　５２４、５２６、５２８　実質的に熱可塑性の本体
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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月7日(2014.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装飾カバーを保持するホルダを有する実質的に熱可塑性の本体を備えるヘッドボード装
置。
【請求項２】
　前記本体が、炭素樹脂を含む請求項１に記載のヘッドボード装置。
【請求項３】
　少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体と、
　前記少なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の中に組み込まれたＰＡ１ｂ関連ペ
プチドと、
　を備える家具装置。
【請求項４】
　前記本体が、前記本体内に組み込まれたサポニンをさらに含む請求項３に記載の家具装
置。
【請求項５】
　前記本体が、前記本体内に組み込まれた珪藻土をさらに含む請求項３または４に記載の
家具装置。
【請求項６】
　少なくとも１つの実質的に熱可塑性の本体と、
　前記少なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の中に組み込まれた珪藻土と、
　を備える家具装置。
【請求項７】
　前記珪藻土が、前記少なくとも１つの本体のうちの１つまたは複数の約３０重量％であ
る請求項５または６に記載の家具装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの本体が炭素樹脂を含む請求項３から７のいずれか一項に記載の家
具装置。
【請求項９】
　前記家具装置が、装飾カバーを保持する装置を備える請求項３から８のいずれか一項に
記載の家具装置。
【請求項１０】
　前記家具装置がベッドを備える請求項３から８のいずれか一項に記載の家具装置。
【請求項１１】
　前記家具装置がテーブルを備える請求項３から８のいずれか一項に記載の家具装置。
【請求項１２】
　前記家具装置が化粧台を備える請求項３から８のいずれか一項に記載の家具装置。
【請求項１３】
　家具の物品がナイトテーブルを備える請求項３から８のいずれか一項に記載の家具装置
。
【請求項１４】
　珪藻土がＣＥＬＡＴＯＭ（商標）ＭＮ－５１を含む請求項３から８のいずれか一項に記
載の家具装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
【表３】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
【表４】
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